
2025年 3月 16日（11週目）主日礼拝            「300%の答えを味わう伝道運動」(使 10:34-43) 
・災いが起こる理由を分かることが重要である。なぜ私や家族に問題が起こるのか。なぜ教会は弱くなり、伝道も出来ずにいるのか。なぜ闇の宗教は成長するのか。なぜ地震や戦争などの

問題が起こるのか。アイザックニュートンは、リンゴが落ちることを見て、理由を探すうちに世界的な発見をした。 

・Ⅰサム 17:29―30 を見ると、ダビデは戦場にいる人たちに物資を渡す中でゴリアテがイスラエルを罵倒しているのを見た。そのような状況を見てダビデは怒りが出て来る。サウル王とダビ

デが話をする内に、兄たちはダビデに対して高慢だと叱る。しかし、ダビデは、兄の話について、なぜ理由がないのかと問いただした。私達は理由を正しく探し出す事が重要である。 

1.300%の理由 2.300%の準備 3.300%の答え 

▲神様の恵みによって理由を正しく分かることが重要である。なぜ、この世に問題が起こる

のかの理由をはっきりとわかることが重要である。 

1)サタン―龍・蛇―黙 12:9(こうして、この巨大な竜、すなわち、悪魔とか、サタンとか呼ば

れて、全世界を惑わす、あの古い蛇は投げ落とされた。彼は地上に投げ落とされ、彼の使

いどもも彼とともに投げ落とされた。) 

 ・理由―この世の中に問題が起こるのはサタンが原因である。 

 ・サタンは龍と蛇がシンボルである。どの宗教や仏像も龍と蛇を使っている。 

 ・サタンによって人間の問題は起こっている。 

2)原罪―ヨハネ 8:44(あなたがたは,あなたがたの父である悪魔から出た者であって,あなたがた

の父の欲望を成し遂げたいと願っているのです。悪魔は初めから人殺しであり,真理に立っ

てはいません。彼のうちには真理がないからです。彼が偽りを言うときは,自分にふさわし

い話し方をしているのです。なぜなら彼は偽り者であり、また偽りの父であるからです。) 

 ・悪魔の奴隷生活を歩むことが原罪である。 

 ・1560年にスコットランド信仰告白に、原罪とは悪魔の奴隷であることを言っている。 

 ・原罪とは、悪魔に騙されて悪魔の奴隷生活をすることである。 

 ・悪魔の奴隷生活をするから苦しくなっている。 

3)原色福音―創 3:15(わたしは、おまえと女との間に、また、おまえの子孫と女の子孫との間

に、敵意を置く。彼は、おまえの頭を踏み砕き、おまえは、彼のかかとにかみつく。) 

 ・女の子孫であるキリストが悪魔の頭を打ち砕く―原色福音である。 

 ・教会が原色福音を語らずにいるので、個人、家族、教会がサタンの攻撃を受けている。 

 ・キリストは悪魔を滅ぼした方である。 

 ・私達は、悪魔と戦いをする時に勝利をすることが出来る。 

4)７７７の祈り 

 ・戦いをすることが出来る為に恵みが必要である。 

・７７７の祈りをするように。 

・復活をされたキリストが共におられることを味わうように。 

5)伝道 

 ・絶対弟子となって伝道運動をするように。 

・世界の問題は伝道運動が終われば終わるようになる。 

〇使徒 10:38(それは、ナザレのイエスのことです。神はこの方に聖霊と力を注がれまし

た。このイエスは、神がともにおられたので、巡り歩いて良いわざをなし、また悪魔に

制せられているすべての者をいやされました。) 

・キリストは、悪魔に制せられている人を癒された。 

▲300％の準備をするように。 

1)絶対弟子 

 ①御言葉の成就を信じる人。 

 ②祈りが必ず答えられる。 

 ③伝道の御業がなされる。 

2)1つの地域-地域を生かす弟子 

〇使徒 10:6(この人は皮なめ

しのシモンという人の家に泊

まっていますが、その家は海

べにあります。) 

・皮なめしのシモンは、自分 

に与えられた地域であるこ

とを分かっていた。 

・自分が住んでいる場所が 

宣教地である 

・神様が絶対弟子に与えられ

たことを信じるように。 

3)教会を生かす弟子 

・教会の為にお祈りをする。 

・ジョンワナメーカー、ロッ

クフェラーのように、教会

を愛して祈る弟子となる。 

・ロックフェラーは神様の為

に仕えて献金をすることが

出来る程用いられた。 

4)100教会 

・全国に 100の教会を作る。 

・絶対弟子 100人をつくる 

ことで教会はつくられる。 

▲絶対弟子がたてられると、300％の答えが 

くるようになる。 

1)使徒 10:1(カイザリヤにコルネリオという人 

がいて、イタリヤ隊という部隊の百人隊長 

であった。) 

・コルネリオは 100人の部下を持っていた 

・ローマの皇帝の為の部隊であった。 

・100人隊長であり、権力も持っていた。 

2)使徒 10:22(「百人隊長コルネリオという正 

しい人で、神を恐れかしこみ、ユダヤの全 

国民に評判の良い人が、あなたを自分の家 

にお招きして、あなたからお話を聞くよう 

に聖なる御使いによって示されました。」) 

 ・コルネリオは福音に対して純粋な人。 

 ・ホームレスの人の考え方は複雑である。 

 ・サミットの人や神様に用いられる人ほど

信仰に対しては単純である。 

 ・祈りが祝福であり、伝道の中に全ての 

ことがあることを信じるように。 

3)使徒 10:24-25(その翌日、彼らはカイザリヤ 

に着いた。コルネリオは、親族や親しい友 

人たちを呼び集め、彼らを待っていた。ペ 

テロが着くと、コルネリオは出迎えて、彼 

の足もとにひれ伏して拝んだ。) 

 ・コルネリオはペテロに対してひれ伏した 

 ・コルネリオは謙遜な人であった。 

 ・伝道は難しいことではない。 

 ・神様は全てのことを用意している。 

 ・絶対弟子になれば、絶対答えがくる。 

4)使徒 10:33(いま私たちは、主があなたにお 

命じになったすべてのことを伺おうとし 

て、みな神の御前に出ております。) 

・神様が命じた事を聞く人を用意している 

・神様の恵みを持って絶対弟子となる。 



現場地教会（2025 年 3 月 16 日～2025 年 3 月 22 日） 
 

【賛美】 「イエスわが王よ」 

１）イエスわが王を賛美で迎えん 栄光の主の御座を もうけたまえ主よ  

私は神のもの ゆえに神にささげん  御心のままにおさめよ 主イエスよ 

２）イエスわが王よ ここに来られ われが主にささぐ 賛美受けたまえ 

われは主のしもべ 主はわれらのきみ 主なるイエス来られ 賛美を受けたまえ 

 

【使徒信条】 

 我は天地の造り主、全能の父なる神を信ず。我はその独り子、我らの主、イエス・キリストを信ず。

主は聖霊によりてやどり、おとめマリアより生まれ、ポンテオ・ピラトのもとに苦しみを受け、十字架に

つけられ、死にて葬られ、よみにくだり、三日目に死人のうちよりよみがえり、天にのぼり、全能の父

なる神の右に座したまえり、かしこより来たりて、生ける者と死にたる者とを審きたまわん。我は聖

霊を信ず、聖なる公同の教会、聖徒の交わり、罪のゆるし、からだのよみがえり、とこしえの命を信

ず。アーメン 

   

【メッセージ】         「300%の答えを味わう伝道運動」(使 10:34-43) 

    

【讃美】                  388 悪魔と戦え 

                      

【祈り】  

①教会の祈りの課題 

※御国イザヤ牧師に聖霊充満と 5 つの力が与えられるように。 

②現場地教会の聖徒の中で欠席された方、問題、病にある方、新しい家族のために。 

③現場地教会参加者の祈りの課題（集まった聖徒の祈り課題を付箋に記入）のため。 

 

【フォーラム・祈り】 

 

【主の祈り】 

 天にましますわれらの父よ。ねがわくは、御名をあがめさせたまえ。御国をきた

らせたまえ。みこころの天になるごとく、地にもなさせたまえ。我らの日用の糧を、

今日も与えたまえ。我らに罪をおかす者を、我らがゆるすごとく、我らの罪をもゆ

るしたまえ。我らをこころみにあわせず、悪より救いだしたまえ。国とちからと栄 

えとは限りなくなんじのものなればなり。 アーメン 
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(お知らせ)①3 月 17 日―19日 和歌山伝道キャンプ 

      ②3 月 22 日土 10:00～ キリスト保育園卒園式 

      ③3 月 26 日～28日 日本レムナント大会、3月 24 日～25 日 リーダー修練会 

福音宣教教会 

主管牧師：御国イザヤ 

名古屋市中区栄 5丁目 23－8／tel:052-238-6003 

主日(日曜)1部礼拝 7:00 ／ 2部礼拝 10:00 ／ 3部礼拝 12:00 
 


